
新たな価値を生む基盤

グローバル生産供給体制
デンソーでは、お客様の近くで製造することを基本原則に、北米、
欧州、中国、インドを含むアジア、日本の5つの地域で、競争力
の高い生産体制を構築し、世界中の生産拠点で「地域No.1の
品質・コスト・納期の実現」と「変化に強いモノづくり」を目指
しています。今後は、CASE進展に伴う事業ポートフォリオ入れ
替えやカーボンニュートラル実現、さらには様々な供給リスク下
でもお客様に安定的に製品をお届けするために、各地域・工場
が果たすべき役割を明確化し、サプライヤーを含むグローバル
サプライチェーン全体で、デンソー流モノづくりノウハウと生産
資源を最大限に活かした強固なグローバル生産供給体制の 
構築を目指していきます。

モノづくりにおけるカーボンニュートラルへの取り組み
デンソーでは、「2035年モノづくりカーボンニュートラル達成」
の目標に向けて、2021年に社内でカーボンニュートラルプロ
ジェクトチームを立ち上げ、モノづくりの省エネ、創エネ、再エ
ネに取り組んでいます。省エネの取り組みでは、F-IoTを活用し
たエネルギーの見える化、生産におけるエネルギーの無駄を削
減する取り組みに加え、省エネ化に貢献するエコ設備・工法の
開発、製品の開発段階からカーボンニュートラル思想を入れ
込んだ非加熱の材料・工法開発を推進しています。創エネの取
り組みでは、モデル工場として安城製作所、広瀬製作所、西尾製
作所、株式会社デンソー福島の4工場を定め、「つくる、ためる、
もどす」の様々な実証を開始するなど、目標達成に向けて確実
な推進を行っていきます。

製造資本

設備投資額

3,539億円
CO2排出量削減投資計画 1,000億円（2022～2025年）

CO2排出量原単位

48%削減（2012年度比、単体）
2025年度目標である2012年度比50%削減に対して、

2021年度実績は48%削減

デンソーの製造資本の特徴（2021年度実績） 

デンソー流デジタルツイン工場
デンソーはこれまでより良い製品・ラインをつくるために、日々
全員参加のEF*活動による強固な製造基盤づくりを行ってきま
した。デンソー流のデジタルツイン工場でも「人が主役」 です。
現場のひらめきや創造性と、生産に関わるあらゆるデータを結
び付けることで、さらなる現場での自発的な改善を促し、現場を
日々進化させていきます。蓄積されたデータは工場内にとどま
らず、製品設計・工程設計・設備設計におけるエンジニアリン
グチェーン上のデータや、材料・部品のサプライヤーからお客
様までのサプライチェーン上のデータとつなげることで、開発～
生産のスピードと柔軟性を強化していきたいと考えています。今
後、社内での実証を通してデジタルツイン工場の構想を磨き上
げ、デンソーグループ全体やサプライヤーへの展開を目指して
いきます。
* EF：Excellent Factory

資本強化の取り組み概要
デンソーではCASE進展を見据え、品質、コスト、納期においてあらゆる地域のお客
様満足度を高めるためにグローバル生産体制を構築するとともに、世界トップクラ
スの環境効率や高い生産性にこだわった生産活動を行い、環境負荷を低減するな
ど製造拠点の進化を図っています。さらに、デンソー流のデジタルツイン工場として、

「従来の強みである総智・総力による創造性」と「データに基づく科学的・合理的な
分析」を組み合わせ、より大きな武器とし工場を進化させていきます。

目標KPI（2025年度）

設備投資額 3,500億円

CO2排出量原単位 50%削減（2012年度比、単体）

これまでデンソーのモノづくりは高生産性、高品質を重点に

取り組んできましたが、モノづくりの取り巻く環境は、DX、カー

ボンニュートラル、労働力不足、多様なリスク対応など過去に

ない不確実な時代に直面しています。私たちは、デンソー流

デジタルツイン工場によって、お客様に良い製品をこれまで以

上にタイムリーにお届けすること、そして、デジタルに強い新

しい世代の人を中心に社会課題の解決に貢献したいと考えて

います。

　一般的なデジタルツイン工場は、工場の情報をIoTなどのデ

ジタル技術で収集し、仮想空間内にリアルな工場を再現、人

の知恵や勘、コツに頼らず、シミュレーションによって最適な

生産データで導き実行する工場のことを指します。それに対

して、デンソー流デジタルツイン工場は『人が主役』です。私

たちが、デジタルツイン工場の中で実現したいことは3つあり

ます。

　1つ目は「変化に柔軟に対応し、圧倒的なリードタイムで実

行できる工場」。デジタルツイン工場では、生産準備から量産

まで、一連の生産に関連するすべてのデジタルデータを、情報

プラットフォームに蓄積。過去の類似ラインの情報や、F-IoT

で取得された実績データも徹底活用し、新しい生産ラインの

立ち上げや工程の変更などを圧倒的なスピードで実行できる

ようにします。　

　2つ目は「働く人が創造的な仕事に従事しワクワクする工

場」。これまで人に頼っていた作業はロボットや機械・AIに任

せて、人は「人だけが持つ付加価値（ひらめきや創造的な仕

事）」に注力します。これまでリアルな世界では安全や品質上

CMzO（チーフ・モノづくり・オフィサー）MESSAGE

モノづくりの新たな価値を生み出す 
デンソー流次世代工場づくり
CMzO 経営役員
下川 勝久

の理由で簡単に試すことができなかったことを、デジタル環境

では誰もが自由にとことん試してチャレンジできる。デジタル

の力を借りながら、スピーディに様々なことが試行錯誤できる

環境をつくり、今後、社会の中心となるデジタルネイティブな

ミレニアル世代・Z世代がワクワクして仕事ができる工場にし

ます。

　3つ目は「お客様やサプライヤーとつながり信頼感や安心

感を与える工場」。デンソーの工場内でクローズした工場でな

く、デジタルデータをお客様、サプライヤーも含めたサプライ

チェーン全体でつなげることで、急な増産や減産といった生

産変動時の対応、品質とCO2のトレーサビリティ、自然災害や

工場の火災などリスク発生時の復旧をより正確に素早く対応

できるようにします。　

　2022年は、こうしたデジタルツイン工場のコンセプトをも

とにした実証環境を本社に導入し、2025年以降全社への展

開を目指して開発・検証を進めていきます。

リアル工場

デジタル工場

サプライヤー お客様

グループ
会社
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